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平成３０年１月 広島市環境局 

恵下埋立地（仮称）の開設時期の延期について（お知らせ） 

平素から、本市環境行政の推進、とりわけ恵下埋立地（仮称：以下仮称

省略）の整備に格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて本市では、恵下埋立地について、玖谷埋立地に続く新たな一般廃棄

物最終処分場として、平成３２年度の開設に向け整備を進めてきました。 

しかしながら、建設工事の工程に、平成２８年８月に工事現場から発見

された廃タイヤの燃え殻や、その後の調査で発見された鉛を含む汚染土を

適切に処分する一連の作業が加わったため、現時点で工期に１年半程度の

遅れが生じており、開設時期が当初予定から遅れる見込みになりました。 

  恵下埋立地の建設工事については、今後も安全確保に万全を期し、一日

も早い開設に向けて全力を上げて取り組んでまいりますので、引き続き、

御理解と御協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
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《一次保管用テント》

《一次保管用テント内の状況》

荷卸し作業

保管状況

中間処理施設へ搬出

《掘削用テント》

《掘削用テント内の作業》

掘削作業 袋詰め作業

袋詰め作業

燃え殻を入れる２重の袋

袋詰め作業（袋閉じ作業）

モニター室内のパソコン パソコン画面に作業状況を表示モニター室

集塵機
作業員の服等の粉じんを

落とすためエアシャワー

《環境対策》

恵下埋立地（仮称）建設現場における燃え殻の撤去作業状況
埋立判定基準を超える燃え殻については、以下の写真のとおり、

飛散防止等の安全対策に万全を期して施工しています。

《モニター室内》

平成２９年１２月

環境局 恵下埋立地建設事務所

燃え殻の掘削や袋詰めは、飛散や降雨による流出を防止するため
テント内で作業します。

袋詰めされた燃え殻は、風雨を防ぐテント内で

保管し、順次、中間処理施設へ搬出します。
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放流管実施設計

凡 例

自然流下管

（１系統）

圧送管

（２系統）

圧送管

（１系統）

貯留区間

L＝約900ｍ

Ｎｏ.1ＭＰ Ｎｏ.2ＭＰ

Ｎｏ.3ＭＰ

観測井戸

放流管の設計について

【マンホール内における流速の減勢について】

【観測井戸の設置場所（案）について】
設置場所は、貯留区間とマンホールポンプ付近、及び自然流下区間で検討しています。

最大勾配約１１％

（ 約２．８ｍ/秒）
インバート勾配を調整し、

段差を設けます。
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完了工区

完了工区

恵下埋立地（仮称）浸出水放流管建設
２９‐２号工事

H29.12.26～H31.12.31

浸出水放流管工事箇所（阿戸下）

株式会社田村建設

H30年度に発注
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完了工区

浸出水放流管工事箇所（中王、阿戸）

H30年度に発注

Ｈ29-3工区

H30.3～H31.3（約12ヶ月)

Φ200 ・Φ250

（鋼管）Φ400

H30年度に発注
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恵下埋立地（仮称）戸山地区環境調査結果

【大気質調査結果】 【水質調査結果】
戸山地区の環境調査について、下表のとおり実施しました。

水質調査結果のうち、一部の河川において、大腸菌群数が基準値を

超えていますが、その他の項目については、基準値以下または、検出

されませんでした。

大気質調査及び騒音・振動調査結果については、基準値以下でした。

【振動調査結果】

【騒音調査結果】
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